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従来型の事例集（テキスト版事例集）

令和２年度より、中部地⽅整備局管内での良好な多⾃然川づくり等の事例を元に
有識者の助⾔を得ながら、経験を積んだ河川管理者が川づくりを⾃ら考え⼯夫す
る際に現場で役⽴つ参考書となる事例集の作成を⾏ってきた。



従来型の事例集（テキスト版事例集）

事例集に記載する事例については中部管内の有識者、コンサルタント会社に
「中部管内の河川で良好な環境が持続している区間」について
アンケート調査を⾏い、選定した。

〇導⼊部 河川の⾒⽅
セグメントを元に河川を分けて⾒る
良好な環境とはどのようなものか事例を元に解説
良好な環境が維持されているか確認⽅法を解説

〇解説部
良好な環境が維持されている理由をモデル等を使ってメカニズムを想定・解明

〇実践部
実際に川を整備するときに必要な持続性の評価⽅法や整備⽅法の検討について

コンセプト

 論⽂やモデル等に基づき学術的・科学的に正しいことを記載
 ⾃ら考え⼯夫することを⽬的に作成



従来型の事例集の課題

多⾃然川づくりに興味を持ってもらえる⼊⼝となる
「若⼿実務者向け（冊⼦版）事例集」を作成

多⾃然川づくりの具体的な成功例を若⼿実務者にも知ってもらいたい

課題①川づくりに関する専⾨的な予備知識が必要

 これから川づくりの仕事に取り組もうとしている若⼿には難しい

課題②川づくりに興味を持ってもらえない

 事例集を⼿に取ってもらえない

 最後まで読んでもらえない



事例集の位置付け



若⼿実務者向け事例集作成の流れ
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若⼿実務者がより親しみやすく⼿に取りやすい資料となるよう若⼿を中⼼とした
意⾒聴収・企画会議を⾏い、若⼿の意⾒を取り⼊れながら作成する。

発注者・受注者の若⼿を中⼼に
企画会議を設置し、検討を⾏う。

１ １０年⽬の若⼿実務者を中⼼に
内容等について意⾒聴取を⾏う。



若⼿実務者向け事例集の構成

ページ テーマ
タイトル・写真(表紙）

P1 目次

P2 中部地整のこれまでの多自然川づくりの取り組み

P3 若手河川管理者に向けたメッセージ

P４～５ 河川環境の見方解説

P６～９ 事例①（礫河原）

P１０～１３ 事例②（瀬淵）

P１４～１７ 事例③（ワンド・たまり）

P２２ あとがき

P２３～２４ 奥付・裏表紙

掲載する主な内容は
企画会議及び
意⾒聴取の結果を反映



①企画会議（デザイン案作成時）

・仕事をしていて役⽴った情報や河川環境で分からないこと、
知りたいことを出し合い、冊⼦版事例集に掲載する内容を検討
→役⽴った情報 経年的な地形の変化や背景となる歴史、

植物(⽣物)の特徴や⾒分け⽅ 等
知りたいこと 何に着⽬すればよいのか、河川計画時に環境にどう配慮すべきか

多⾃然ならではの良いところ、⽣物の知識 等
・興味を持ちやすい、読みやすいデザインを他のパンフレット等を⾒ながら模索

→意⾒を踏まえてデザイン案を２案作成



②若⼿実務者から意⾒聴取（デザイン案完成後）
・企画会議より作成した２つのデザイン案を⽤いて、

全体のデザインや図・写真等に関する意⾒を収集
・興味を得られやすい多⾃然に関する話題について調査

・⽂字が多いと読みづらい、読む気になれない
・⼈や⽣活との関わりがわかる写真や⽂章に興味を惹かれる
・「これぞ多⾃然」といった話題があるとよい 等

デザイン案A 雑誌調 デザイン案B 教材調

寄せられた意⾒



③若⼿実務者から意⾒聴取（原稿案の確認）

・意⾒聴取を踏まえて作成した原稿案の内容について、
⽂章・図・写真等それぞれ理解できるか調査

全体的にわかりやすく理解できるとの意⾒を得られたが、
⽂章内で⽤いられている⽣物相、⽐⾼などといった専⾨⽤語や
メカニズムの解説部について難しく感じるという意⾒があった。



④企画会議（原稿案の意⾒聴収後）

 若⼿実務者 難   感  表現 専⾨⽤語 ⽂章内  抽出  
より分かりやすい表現⽅法について検討。

・⽣物相
・⽯と礫(２つの違い)
・⽐⾼

・固有の環境
・⽐較的⼤きな⽯
・地盤の⾼さ
その他キーワードとなる
⽤語は注釈で補⾜

より分かりやすく
柔らかい表現に修正



④企画会議（原稿案の意⾒聴収後）

       解説    改良案 検討
→⽂章で説明するのではなく、図内に吹き出しなどのコメントを加えイメージのつきやすいようにし、

良好な礫河原が維持されるメカニズムとして重要な、
洪⽔のインパクトによる環境の応答を中⼼に解説するように改善した。

改良前

改良後

⽂章を⼤幅に減らし、
より柔らかい表現に修正

図内に吹き出しを追加



意⾒聴取・企画会議を踏まえた修正原稿案

〇若⼿実務者向け事例集のポイント
・読みやすくするため⽂字を減らし、イラストや写真で解説する。
・難しい専⾨⽤語をできる限り減らし、予備知識がなくても理解できるようにする。
・より詳しく知りたい⼈のために、従来型事例集と内容がリンクするようにする。
・河川環境の着⽬点、必要な河川管理など、若⼿の河川管理者へ向けたメッセージを⼊れる。

意⾒聴取及び企画会議を踏まえた修正原稿案にて
学識者に意⾒照会を⾏い、最終原稿を作成する。

※⿊塗り箇所は写真選考中



若⼿実務者向け事例集

若⼿実務者向け事例集では良好な環境を維持するために実際に⾏った取り組みや
川づくりに取り組んだ担当者の経験談を掲載することで河川管理者との関わりを伝え、
多⾃然川づくりをもっと⾝近に感じてもらえるようにする。

良好な環境を維持するためには
調査・⼯務・管理すべての課に関わりがあり、
連携が必要であるという認識を持ってもらう。



従来型事例集と若⼿実務者向け事例集の⽐較

従来型事例集
・洪⽔の規模毎に分けて解説を

⾏っている。
・環境が変化するメカニズム

についても解説を⾏っている。
・複数の図やフロー等を使⽤して

より詳細な解説を⾏っている。
・基本的に⽂章で解説を⾏っている。

若⼿実務者向け事例集
・変化がわかりやすい⼤規模洪⽔時の

解説をメインに⾏っている。
・⽰す内容を維持される要因のみに絞り

要点をわかりやすくしている。
・図内でメカニズムの解説している。



今後の課題・⽅針

〇⽅針
・意⾒聴取や企画会議で得られた意⾒を元に、

令和４年１⽉完成を⽬標に作成を⾏う。

・完成後も若⼿実務者の意⾒を踏まえ内容を順次更新していく。

・若⼿実務者向け事例集と従来型事例集を⽤いた、
現場研修プログラムの開発を⾏う。

〇課題
・より多くの⼈に知ってもらえるように、

配布や広報の⽅法について検討が必要である。

・従来型事例集と若⼿実務者向け版事例集の差別化を⾏い、
適切な活⽤⽅法等について模索する必要性がある。



【参考】事例集を⽤いた現地研修（試⾏）

若⼿実務者を対象に暫定版の事例集を活⽤しながら、有識者の協⼒のもと
現地とWEB会議⽅式の座学を組み合わせた研修会を⾏った。

全体で維持されるメカニズムについて
より詳しく解説した後、
班に分かれて実際に仕事をする上で
困っていることや多⾃然川づくりを
進めていくための⽅法等について
有識者の意⾒を交えながら議論

事例集で取り上げている⻑良川の礫河原が
良好に維持されている様⼦を
実際に現地を視察しながら解説 参加者の事前学習に若⼿実務者向け事例集、

現地研修会当⽇のより詳しい解説資料として
従来型事例集を活⽤して⾏った。


